














































































































Q2身の回りの閉題に気 とても思う ゜づき，周りの人といっし 思う 4 
ょに解決できるほうだ 思わない
11 
Q3新しいことを勉強 とても思う 5 
したり，知らないことを 思う 6 





Q4身の回りに問題を見 とても思う 2 
つけたとき，その解決方 思う 3 
法を自分で発想し，それ 思わない 1 0
 
を大切にするほうだ








Q6新しいことを勉強し とても思う 3 
たり，何かにチャレンジ 思う 4 





Q7薪しいことを勉強し とても思う 2 
たり，尻かにチャレンジ 思う 3 





Q8理科の勉強は，毎日 とても思う 4 
の生活や遊び，他の教科 思う 7 
の授業などにつながり 思わない 4 
がたくさんあると思う
Q9理科の実験や観察の とても思う 4 
結果など，気づいたこと 思う 2 
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資質 ・ 能力の育成 • 発揮するトレーニングプログラ
ム，それを応用した探究的な学びを通してキーコンピ
テンシーを高めることができた。実践を終えた後「友
だちと学校改革について考えることで自分の普段の行
動を変えることができた。」「学校改革を考えることで，
今まで考えなかったことを考えることができたし，高
学年として自分ががんばろうと思った。」と感想を書い
ている子どもがいた。「Q2」と 「Q7」においてそう思
えると解答した数授業の発言そして感想からも自
律的に行動する能力が高まったことが分かった。
課題
この単元において，アンケート結果から「QS」と「Q9」
向上していないことが分かった。原因としては本実践
においては理科の見方 ・考え方と関連した授業を実践
できなかったことが考えられる。また，今後，多くの
学校で総合によってキーコンヒ°テンシーを高める単元
を考えていきたい。
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